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干潟・河口を取り巻く環境

地球温暖化
（水位上昇・気候変化）

人間活動の影響

潮上帯 潮間帯 亜潮間帯

陸水影響（土砂・淡水供給）

海水影響（潮汐・波）

堆積・泥化・生物活動

国総研・海洋環境研究室長 古川恵太

地形を見るときのコツ

• 外力が強い「へり」の地形変化に着目す

る

• 高さだけでなく，潮だまりのような微地
形・保水の効果に着目する

• 地形が変化し，底質が変化することによ
る生物の遷移に着目する

地形の調査

右岸3点，左岸2点
Ｈ１９調査 2007年6月19日
→ 台風による出水
Ｈ２０調査 2008年4月19日
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地形の調査

読み１

地盤高 1

基準高さ

標高 = 基準高さ – 読み

読み２

地盤高 2

スタッフ（メモリ付き測量棒）

レベル：水平単眼鏡
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右岸（川崎側）最下流側 (St.1)
河道側で10ｃｍ程度の浸食

昨年の起点と同一点

右岸（川崎側）中点 (St.2)
岸側で侵食、河道側で堆積
昨年の起点は、4/19確認した起点より32m河道側

右岸（川崎側）上流側 (St.3)
顕著な侵食・堆積なし
昨年の起点と同一点

左岸（羽田側）下流側 (St.4)
河道側に砂堆が移動
昨年の起点は、同一点
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左岸（羽田側）上流側 (St.5)
岸側に堆積、河道側で堆積
昨年の起点は、4/19確認した起点より26m河岸側

（河道に向かって、クリークの左） 地形の調査 まとめ

右岸3点，左岸2点
Ｈ１９調査 2007年6月19日
Ｈ２０調査 2008年4月19日

大きな地形変化は見られませんでしたが，「へり」・微地形の変化がみられ，
それに伴う生息生物の変化が期待されます！


